
賃金確保・労働条件改善に関する賃金確保・労働条件改善に関する
政府への要請について政府への要請について

全
建
総
連
で
は
、
建
設
業
は
他
産
業
に
比

べ
て
賃
金
体
系
・
労
働
時
間
、
社
会
保
障
等

の
面
に
お
い
て
環
境
改
善
が
遅
れ
て
お
り
、

労
働
者
の
新
規
入
職
者
の
減
少
と
高
齢
化
が

進
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
技
術
・
技
能
の
継

承
は
も
と
よ
り
、
産
業
と
し
て
持
続
的
発
展

が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
と
の
課

題
認
識
の
も
と
、
２
０
２
４
年
６
月
に
改
正

さ
れ
た
第
三
次
・
担
い
手
３
法
（
建
設
業
法
、

入
契
法
、
品
確
法
）
に
よ
り
、
適
正
な
労
務

費
等
の
確
保
や
賃
金
の
行
き
渡
り
を
担
保
す

る
た
め
実
効
性
あ
る
対
応
を
政
府
に
要
請
し

て
い
ま
す
。

担
い
手
３
法
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
平
成
26

年
及
び
令
和
元
年
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
が
、

職
人
さ
ん
に
出
会
う
日
の
イ
ベ
ン
ト
が
県
内

11
か
所
の
会
場
で
、
８
月
24
日（
日
）に
開
催
さ

れ
、
親
子
連
れ
が
椅
子
づ
く
り
な
ど
の
工
作
を

楽
し
み
ま
し
た
。

青
年
部
幹
事
会
で
の
総
括
で
は
、
事
前
の

ピ
ー
ア
ー
ル
不
足
に
よ
り
参
加
者
が
少
な
か
っ

た
会
場
が
あ
っ
た
一
方
で
、
用
意
し
て
い
た
工

作
キ
ッ
ト
が
開
始
早
々
に
な
く
な
る
会
場
も

あ
っ
た
と
の
報
告
が
あ
り
、
次
回
開
催
に
向
け

て
、
事
前
に
広
く
開
催
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
こ

と
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
ピ
ー
ア
ー
ル
を
行
う

必
要
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
県
内
複
数
個
所
で
の
一

斉
開
催
と
し
て
は
平
成
11
年
に
遡
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
で
あ
り
、
途
中
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

中
断
が
あ
っ
た
も
の
の
、
子
供
た
ち
に
工
作
の

体
験
を
通
し
て
職
人
の
仕
事
を
知
っ
て
も
ら
い
、

職
人
の
技
術
と
心
意
気
を
示
す
貴
重
な
機
会
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
課
題
を
検
討
・
対
応

し
な
が
ら
、
継
続
し
て
い
く
べ
き
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
会
員
の
皆
様
の
協
力
を
引
き

続
き
、
お
願
い
し
ま
す
。

足
場
の
組
立
て
等
作
業
従
事
者
特

別
教
育
の
講
習
会
が
８
月
27
日（
水
）

に
県
連
２
階
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
参
加
人
数
は
15
人
で
、
株
式

会
社
中
嶋
組
代
表
取
締
役
の
中
嶋
康

太
氏
と
建
災
防
富
山
県
支
部
富
山
分

会
事
務
局
長
の
山
本
正
純
氏
を
講
師

と
し
て
、
①
足
場
及
び
作
業
の
方
法

に
関
す
る
知
識
、
②
工
事
用
設
備
、

機
械
、
器
具
、
作
業
環
境
等
に
関
す

る
知
識
、
③
労
働
災
害
の
防
止
に
関

す
る
知
識
、
④
関
係
法
令
に
つ
い
て

講
習
し
ま
し
た
。
足
場
の
組
立
て
等

作
業
従
事
者
特
別
教
育
の
受
講
は
丸

の
こ
等
取
扱
作
業
者
安
全
衛
生
教
育

全
建
総
連
主
催
の
第
41
回
全
国
青

年
技
能
競
技
大
会
が
９
月
13
日（
土
）

か
ら
15
日（
月
）
に
山
口
県
山
口
市

「
維
新
太
晃
ア
リ
ー
ナ
」
で
、
全
国

か
ら
21
県
連
・
県
労
組
、
56
人
が
参

加
し
開
催
さ
れ
、
本
県
か
ら
は
四
十

﨑
孔
龍
さ
ん
（
魚
津
支
部
「
大
匠
工

務
店
」）、
田
村
航
平
さ
ん
（
射
水
支

部
「
舟
木
工
匠
」）、
林
尚
慶
さ
ん

（
射
水
支
部
「
舟
木
工
匠
」）
が
出
場

し
、
付
添
い
と
し
て
宮
永
副
会
長
と

山
本
副
会
長
な
ら
び
に
全
建
総
連
の

大
会
実
行
委
員
と
し
て
杉
原
会
長
が

参
加
し
ま
し
た
。

本
競
技
大
会
は
満
36
歳
以
下
の
全

建
総
連
の
組
合
員
を
対
象
に
、
建
築

大
工
の
基
本
技
能
で
あ
る
規
矩
術
の

活
用
が
求
め
ら
れ
る
「
四
方
転
び
踏

台
」
を
、
①
原
寸
図
の
製
作
、
②
部

材
の
木
削
り
、
③
墨
付
け
、
④
加
工

仕
上
げ
、
⑤
組
立
て
の
順
で
行
い
、

厳
し
い
就
労
条
件
を
背
景
に
、
依
然

と
し
て
就
業
者
の
減
少
が
著
し
く
、

建
設
業
が
そ
の
重
要
な
役
割
を
将
来

に
わ
た
っ
て
果
た
し
続
け
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
今
回
、
新

た
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
法
改
正
に
あ
っ
て
は
、
全

国
で
１
０
０
万
人
を
超
え
、
本
県
で

も
４
，７
４
７
人
に
署
名
い
た
だ
い
た

全
建
総
連
の
「
１
０
０
万
人
国
会
請

願
署
名
」
が
大
き
く
影
響
し
て
お
り
、

今
後
も
自
ら
の
労
働
条
件
の
改
善
の

た
め
、
全
建
総
連
が
主
導
す
る
運
動

に
県
連
と
し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

全
建
総
連
で
は
11
月
20
日
に
「
賃

金
・
単
価
引
上
げ
予
算
要
求
総
決
起

大
会
」
で
決
議
す
る
内
容
を
各
政
党
、

関
係
行
政
官
庁
に
要
請
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
県
連
と
建
設
国
保
か
ら

も
大
会
に
参
加
し
、
併
せ
て
県
選
出

の
国
会
議
員
に
要
望
書
を
提
出
し
ま

す
。要

請
内
容
は
現
時
点
で
は
未
定
で

す
が
、
参
考
に
本
年
６
月
25
日
に
開

催
さ
れ
た
総
決
起
大
会
で
の
要
請
内

容
を
載
せ
ま
す
の
ご
覧
く
だ
さ
い
。

建
設
国
保
の
ハ
ガ
キ
要
請
を
は
じ

め
と
し
て
、
今
後
も
会
員
の
協
力
を

お
願
い
す
る
機
会
が
多
く
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

職
人
さ
ん
に
出
会
う
日
開
催

職
人
さ
ん
に
出
会
う
日
開
催

足
場
の
組
立
て
等
作
業
従
事
者

特
別
教
育
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

第
41
回 

全
国
青
年
技
能
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
る

田
村
さ
ん
が
奨
励
賞
を
受
賞

と
と
も
に
。
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
能
力
評
価
基

準
レ
ベ
ル
２
の
必
要
要
件
と
な
っ
て

お
り
、
以
前
か
ら
県
連
で
の
講
習
の

実
施
の
要
望
が
あ
っ
た
も
の
で
、
今

回
、
初
め
て
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
重
要
性
が
高
ま
る
な
か
、

本
特
別
教
育

を
県
連
と
し

て
今
後
も
継

続
し
て
実
施

し
ま
す
の
で
、

未
受
講
の
方

の
受
講
を
お

願
い
し
ま
す
。

６
時
間
で
作
品
と
し
て
仕
上
げ
る
も

の
で
、
県
連
で
の
計
４
回
の
勉
強

会
・
予
選
会
を
経
て
全
員
が
本
戦
に

進
み
、
本
戦
で
は
田
村
さ
ん
が
奨
励

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

県
連
で
は
本
大
会
を
会
員
の
技
術

向
上
を
は
か
る
観
点
か
ら
重
要
な
行

事
と
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
自
薦

他
薦
に
か
か
わ
ら
ず
「
我
こ
そ
は
」

と
思
う
多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
ま
た
事
業
主
、
親
方

な
ど
関
係
者
に
は
参
加
者
の
推
薦
、

出
場
な
ど
に
つ
い
て
引
き
続
き
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

第43回県連地区対抗ソフトボール大会
富山チームが優勝‼

第43回県連地区対抗ソフトボール大会が８月30日
（土）、富山市婦中町羽根ピースフル公園で開催され、各
地協代表の上市、富山、高岡地協混成、砺波の精鋭４チー
ムで、トーナメント形式で試合を行いました。
当日は30℃を超えるなかでの試合となりましたが、
試合に臨んだ選手たちの見せる、暑さを感じさせない
好プレーに対し、観客から惜しみない応援の声が寄せ
られ、会場は大いに盛りあがりました。

対戦結果につ
いては、別表のと
おり富山チームが
優勝し、最優秀選
手に富山チームの
三井浩二さんが選
ばれました。

団体賞
優勝　富山地域建築組合チーム
次勝　高岡地区協議会混成チーム
３位　上市地域建築組合チーム
４位　砺波地域建築組合チーム

個人賞（敬称略）
最優秀選手賞	 三井 浩二（富山）
個人敢闘賞
橋本 拓胤（富山）	 牧田 英治（高岡混成）
土井 道宏（上市）	 名畑 浩一（砺波）
ホームラン賞
名畑 浩一（砺波）	 土井 道宏（上市）
前川　 守（上市）	 笹野 雄治（上市）

開催日：8月30日（土）
場　所：富山市婦中町羽根ピースフル運動公園

富
　
山

高
岡
混
成

砺
　
波

砺
　
波

上
　
市

上
　
市

優  勝
3  位

1 22

1

8 510

18

10
抽選勝ち

全建総連

来年度予算、建設業の労働環境改善に関する要請
1．�第三次担い手3法の改正を受け、建設業における働き方改
革の推進、物価高騰を踏まえた建設技能労働者への適正水
準の賃金支払い、下請業者までの確実な法定福利費・安全
経費の支払いのための施策を強化すること。

2．�建設国保を育成・強化すること。国庫補助はコロナ以前の
医療費推計や今日的状況を踏まえて、自然増を含む医療費
の伸びを適切に勘案し、「現役世代の負担軽減」に向けて、
現行補助水準を確保・拡充すること。

3．�建設業の担い手確保・育成のための支援策を強化すること。
建設キャリアアップシステム（CCUS）を法的に位置づけ
ると共に、一層の普及・促進を図ること。

4．�新築・リフオーム工事の価格上昇等による新設住宅着工戸
数の減少等の影響を踏まえ、補助事業の延長や拡充を行う
こと。また、大工技能者の確保・育成について引き続き取
り組むとともに、支援を拡充すること。

5．�建設アスベスト被害の根絶と、被害を受けたすべての建設
従事者を救済するため、基金制度の拡充を行うこと。

6．�適格請求書保存方式においては、小零細事業者が取引から
排除されない仕組みとすること。また、負担軽減措置につ
いて、当面は対象期間を延長すること。

7．�国民負担の軽減を図るために、必要な措置等を講じること。

朝日会場入善会場
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団体保険の新規取扱い・変更について
団体保険とは企業や団体が保険会社等と契約を締結し、その従業員や職員を被保

険者とする保険制度です。県連ではこくみん共済coopと株式会社フリールを取扱
代理店として保険会社と団体契約を結び会員への加入を斡旋しています。

今回、国民共済coopから新たに「生命・医療共済『あおぞら』」の提案を、また㈱フ
リールからは従来契約していた保険会社の保険料率の高騰等を受け、保険会社を損
保ジャパンに変更する提案を受けました。

詳細はこくみん共済coopの「生命・医療共済『あおぞら』」は今回、添付するチラシ
を、損保ジャパンの傷害保険は別途配布の資料や資料に掲載されているホームペー
ジの約款を確認のうえ加入いただくようお願いします。

新築・リフォームのほか
様々な依頼も

Ｑ　

大
工
に
な
っ
た
き
っ
か
け
を
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い
。

Ａ　

父
親
が
大
工
を
し
て
い
た
の
で
、

跡
を
継
ぐ
た
め
に
自
分
も
大
工
に

な
っ
た
。

高
校
卒
業
後
、
建
築
関
係
の
専
門

学
校
へ
進
学
し
、
卒
業
後
の
21
歳
か

ら
見
習
い
と
し
て
働
き
始
め
た
。
父

親
の
元
に
は
既
に
3
～
4
人
ほ
ど
の

大
工
が
働
い
て
い
た
の
で
、
自
分
は

父
の
元
で
は
な
く
外
部
へ
見
習
い
に

行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
見
習
い
先
の

親
方
は
当
時
、
訓
練
校
の
先
生
を
し

て
お
ら
れ
た
方
で
、
自
分
も
訓
練
校

に
通
わ
さ
れ
、
修
行
は
そ
れ
な
り
に

厳
し
か
っ
た
と
思
う
。
親
方
の
元
で

3
年
ほ
ど
見
習
い
と
し
て
働
い
た
後
、

24
歳
の
時
に
父
の
元
へ
戻
っ
た
。

Ｑ　

弟
子
時
代
の
仕
事

の
様
子
は
？

Ａ　

見
習
い
を
し
て

い
た
当
時
は
、
今
の

プ
レ
カ
ッ
ト
と
は
違
い
、

全
て
手
刻
み
の
手
作
業

で
行
わ
れ
て
い
た
。
父
の
元
に
戻
っ

て
か
ら
は
そ
れ
な
り
に
機
械
が
揃
っ

て
い
た
と
は
言
え
、
製
材
か
ら
始
め

墨
付
け
を
し
、
全
て
手
作
業
な
の
で

作
業
に
と
て
も
時
間
が
か
か
っ
て
い

た
。
工
期
は
現
在
に
比
べ
て
単
純
に

3
倍
以
上
は
時
間
が
か
か
っ
て
い
た

と
思
う
。

Ｑ　

最
近
の
仕
事
の
様
子
は
い
か
が

で
す
か
？

Ａ　

こ
こ
2
～
３
年
は
新
築
工
事
の

受
注
は
あ
ま
り
は
な
く
、
リ
フ
ォ
ー

ム
の
受
注
が
と
て
も
多
い
が
、
リ

フ
ォ
ー
ム
以
外
の
仕
事
も
あ
っ
た
。

他
社
で
の
見
積
も
り
が
と
て
も
髙
い

と
の
理
由
で
、
知
り
合
い
か
ら
害
獣

駆
除
や
シ
ロ
ア
リ
駆
除
の
依
頼
を
受

け
た
こ
と
が
あ
る
。
古
い
家
だ
と
点

検
口
が
な
い
場
合
も
あ
る
の
で
、
最

初
に
点
検
口
を
工
事
し
て
か
ら
点
検

し
、
専
門
業
者
を
派
遣
す
る
の
だ
が
、

か
か
っ
た
費
用
は
最
初
の
見
積
も
り

の
3
分
の
1
ほ
ど
で
済
ん
だ
と
喜
ん

で
も
ら
え
た
。
C
M
等
で
よ
く
見
る

よ
う
な
大
手
の
業
者
は
、
見
積
も
り

高岡地協　射水支部
水持 安弘さん（66歳）

賃
金
実
態
調
査
は
全
建
総
連
が
組
合
員
の
労

働
実
態
を
把
握
し
、
国
会
や
関
係
省
庁
へ
の
陳

情
、
要
請
活
動
に
お
け
る
基
礎
資
料
と
す
る
こ

と
等
を
目
的
に
毎
年
、
全
国
の
組
合
員
を
対
象

に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

本
県
で
は
従
来
、
２
年
に
一
度
実
施
し
て
い

ま
し
た
が
、
こ
こ
数
年
来
の
物
価
の
上
昇
や
他

産
業
で
の
賃
上
げ
の
状
況
の
な
か
、
会
員
の
賃

金
等
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、
一
昨
年
か
ら

毎
年
、
実
施
し
て
お
り
、
今
回
は
１
，４
７
１
人

の
会
員
か
ら
回
答
い
た
だ
き
ま
し
た
。

県
連
で
は
昨
年
の
定
期
大
会
で
建
築
大
工
の

１
日
あ
た
り
基
準
賃
金
を
２
６
，０
０
０
円
か

ら
２
８
，０
０
０
円
と
７
・
７
％
引
き
上
げ
ま

し
た
。
下
表
の
こ
こ
３
年
間
の
賃
金
比
較
や
、

建
設
国
保
の
「
所
得
調
査
」
結
果
に
も
震
災
に

よ
る
仕
事
量
の
増
加
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
も
の

の
、
上
昇
傾
向
が
示
さ
れ
て
お
り
、
基
準
賃
金

の
引
上
げ
は
実
態
に
合
致
し
て
い
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

こ
の
状
況
を
踏
ま
え
、
県
連
で
は
令
和
８
年

度
の
基
準
賃
金
に
つ
い
て
、
物
価
の
上
昇
や
他

産
業
の
賃
上
げ
状
況
を
考
慮
の
う
え
12
月
理
事

会
で
協
議
し
、
来
年
２
月
の
定
期
大
会
に
付
議

し
ま
す
。
そ
し
て
決
定
し
た
内
容
を
新
聞
や
県

賃
金
実
態
調
査
に
つ
い
て

●共済金支払状況（2024年8月～2025年7月）
種別 共済名 件数 支払金額 前年件数 前年金額

スクラム
共済

慶弔（火災）共済 14 330,000 57 1,300,000
交通災害共済 9 277,000 2 16,000

小　計 23 607,000 59 1,316,000

任意共済

火災・自然災害共済 5 137,265 17 713,900
こくみん共済 3 805,000 2 513,000
総合医療共済 0 0 0 0
個人せいめい共済 0 0 0 0
マイカー共済 2 586,000 5 917,169

小　計 10 1,528,265 24 2,144,069
合　計 33 2,135,265 83 3,460,069

●共済加入状況（2025年7月末現在）
種別 共済名 件数 前年

スクラム共済 スクラム共済 3,703 3,808

任意共済

住まいる共済 112 125
自然災害共済 42 48
交通災害共済 56 83
終身共済 2件 2
個人長期共済 11 14
こくみん共済 40 56
マイカー共済 117 101

連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
広
く
公
開
す
る

予
定
で
す
。

賃
金
実
態
調
査
は
会
員
の
皆
さ
ん

や
支
部
の
役
員
、
担
当
者
に
負
担
を

か
け
ま
す
が
、
今
後
の
賃
金
や
労
働

条
件
の
実
態
把
握
の
た
め
に
必
要
で

あ
り
、
今
後
も
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

１．回答者数� （単位：人）
年度 区分 労働者 一人親方 事業主 合計

2025 全体 564 714 193 1,471
うち建築大工 244 427 100 771

2024 全体 602 835 246 1,683
うち建築大工 267 554 127 948

2023 全体 487 563 229 1,279
うち建築大工 231 361 114 706

２．平均年齢� （単位：歳）
年度 労働者 一人親方 事業主 全体
2025 45.8 53.8 55.1 50.9
2024 46.5 53.4 55.2 51.2
2023 47.9 54.9 55.5 52.4

３．経験年数� （単位：年）
年度 労働者 一人親方 事業主
2025 22.9 31.8 33.5
2024 23.9 32.9 34.0
2023 24.7 33.6 34.0

４．１日当たり労働時間�（単位：時間）
年度 労働者 一人親方
2025 7.8 7.9
2024 7.9 8.0
2023 7.8 8.0

５．労働者の月給・日給� （単位：円、％）

年度 2025 2024 2023 対比（差額） 対比（比率）
対前年 対前々年 対前年 対前々年

月給 324,875 295,197 288,561 29,678 36,314 110.1 112.6
日給 15,971 15,794 15,509 177 462 101.1 103.0

６．一人親方の１日当たりの収入� （単位：円、％）

年度 2025 2024 2023 対比（差額） 対比（比率）
対前年 対前々年 対前年 対前々年

収入 22,152 21,249 20,677 903 1,475 104.2 107.1
経費 2,998 2,783 2,934 215 64 107.7 102.2
賃金 19,354 18,931 17,992 423 1,362 102.2 107.6

７．年収� （単位：万円、％）

年度 2025 2024 2023 対比（差額） 対比（比率）
対前年 対前々年 対前年 対前々年

労働者 434.3 409.1 413.9 25.2 20.4 106.2 104.9
一人親方 525.8 500.7 474.4 25.1 51.4 105.0 110.8
事業主 437.8 431.9 429.8 5.9 8.0 101.4 101.9

は
早
い
の
だ
が
、
費
用
の
面
で

見
る
と
高
く
つ
い
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
る
の
で
、
顧
客
に
と
っ

て
は
身
近
に
頼
め
る
大
工
が
頼

り
に
な
っ
た
の
だ
と
思
う
。

こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ

ｏ
ｐ
共
済
の
共
済
事
務

に
関
す
る
研
修
会
が
、

８
月
28
日（
木
）に
各
支

部
か
ら
事
務
担
当
者
20

名
が
出
席
し
、
県
連
２

階
会
議
室
で
開
催
さ
れ

こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ

こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ（
全
労
済
）

（
全
労
済
）共
済
研
修
会
開
催
さ
れ
る

共
済
研
修
会
開
催
さ
れ
る

ま
し
た
。

研
修
会
の
開
催
に
あ

た
り
山
本
浩
二
広
報
委

員
会
委
員
長
か
ら
開
会

挨
拶
を
受
け
、
こ
く
み

ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
富
山

推
進
本
部
富
山
支
所
の

水
野
紗
恵
氏
よ
り
ス
ク

ラ
ム
共
済
、
任
意
共
済

の
２
０
２
５
年
７
月
末

の
加
入
件
数
、
昨
年
１

年
間
の
当
県
連
組
合
員

へ
の
共
済
金
の
支
払
状

況
の
報
告
、
契
約
の
更

新
と
新
規
加
入
に
関
す

る
手
続
き
お
よ
び
各
種

共
済
の
内
容
な
ら
び
に

本
年
よ
り
新
た
に
取
扱
い
を

開
始
す
る
「
生
命
・
医
療
共

済
『
あ
お
ぞ
ら
』
に
つ
い
て

講
習
を
受
け
ま
し
た
。

シニアの会 
第41回 パークゴルフ大会

優勝は小松 昇氏 （射水支部）

開催日：令和7年9月25日（木）
場　所：下村パークゴルフ場　　参加者：20名

令和7年度秋季のシニアの会パークゴルフ大会が9月
25日に下村パークゴルフ場で20名の参加のもと開催さ
れました。
開催当日の午前中は雨天で円滑な進行が危ぶまれま
したが、午後からは雨もやみ残暑もおさまるなか、開会
式での小松シニアの会会長の挨拶の後、試合に移り、参
加者が技を競い合い、優勝、次勝、3位の点差がそれぞれ
1点という白熱した結果となりました。
競技終了後、成績発表、表彰式を行い、その後、場所を
呉羽ハイツに移動し、反省会・懇親会を開催し、参加者相
互の親睦を深めました。
●上位入賞者（敬称略）

優　勝　小松　　昇（射　水）　スコア80
次　勝　畠山　光夫（西高岡）　スコア81
３　位　松田　　昇（西高岡）　スコア82

	▲高岡市の伝統的建造物群保存地区内
に建てる塀の造作

	▲新築で施工した住宅

令和７年（2025年）10月31日	 富山県建築組合連合会だより匠	 第224号　　( 2 )



厚
労
省
よ
り
財
務
省
に
提
出
さ
れ

た
２
０
２
６
年
度
（
令
和
８
年
度
）

国
保
組
合
関
係
予
算
の
概
算
要
求
は
、

総
額
２
，６
７
７
億
円
（
２
０
２
５
年

度
予
算
比
61
億
円
増
）
と
な
り
ま
し

た
。
被
保
険
者
数
が
減
少
す
る
一
方

で
、
１
人
当
り
の
医
療
費
が
年
々
増

加
し
て
い
る
こ
と
を
反
映
し
て
、
予

算
総
額
で
は
増
額
の
要
求
と
な
り
ま

し
た
。

組
合
員
の
皆
様
に
は
、
全
国
の
仲

間
と
共
に
「
ハ
ガ
キ
要
請
行
動

（
夏
）」
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、

改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
財
務
省
は
今
年
５

月
「
財
政
制
度
審
議
会
」
で
、
国
民

健
康
保
険
組
合
へ
の
財
政
支
援
の
在

り
方
の
見
直
し
に
つ
い
て
取
り
ま
と

め
、「
国
保
組
合
へ
の
財
政
支
援
の
在

り
方
に
つ
い
て
は
所
得
水
準
の
高
い

ハ
ガ
キ
要
請
行
動（
秋
）に
つ
い
て

国
保
組
合
に
対
す
る
定
率
補
助
の
廃

止
も
含
め
、
そ
の
抜
本
的
な
見
直
し

を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
」
と
今
後
の

方
向
性
（
案
）
を
打
ち
出
し
、
そ
の

後
、
国
保
組
合
に
対
し
て
「
予
算
執

行
調
査
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

そ
う
し
た
流
れ
の
な
か
で
、
私
た

ち
建
設
国
保
へ
の
現
行
補
助
水
準
を

確
保
・
拡
充
し
て
い
く
た
め
に
は
、

厚
労
省
と
財
務
省
へ
の
要
求
行
動
の

継
続
が
不
可
欠
で
す
。
皆
様
に
は

「
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
（
秋
）」
へ
の
取

り
組
み
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
お
使
い
い
た
だ
い
て
い

た
保
険
証
が
令
和
７
年
９
月
30
日
で

有
効
期
限
満
了
と
な
っ
た
こ
と
に
と

も
な
い
、「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
を
お

持
ち
で
な
い
方
に
は
９
月
に
地
域
建

築
組
合
を
通
じ
て
新
し
い
「
資
格
確

認
書
」
を
お
配
り
し
ま
し
た
の
で
、

10
月
か
ら
医
療
機
関
を
受
診
す
る
際

に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
を
お
持
ち
の
方

（
７
月
に
「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」

が
届
い
た
方
）
は
、
10
月
か
ら
は

「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
を
使
用
し
て
医
療

新
し
い「
資
格
確
認
書
」「
資
格
情
報
の

お
知
ら
せ
」を
交
付
し
ま
し
た
!!

機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

当
国
保
は
、
組
合
が
定
め
る
規
約

に
該
当
す
る
者
だ
け
が
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
る
健
康
保
険
制
度
の
国
保

組
合
で
す
。

当
国
保
で
は
国
の
指
導
に
基
づ
き
、

法
人
事
業
所
及
び
社
会
保
険
適
用
の

個
人
事
業
所
に
お
け
る
当
国
保
組
合

員
資
格
の
適
正
化
と
公
正
な
保
険
料

賦
課
の
た
め
、
今
年
度
も
組
合
員
資

格
調
査
を
実
施
（
提
出
期
限
：
10
月

31
日
）
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

該
当
す
る
事
業
所
の
皆
様
に
は
、

お
忙
し
い
な
か
ご
協
力
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、
ま
だ
調
査
書
類
を
提
出
さ

れ
て
い
な
い
場
合
は
、
必
要
書
類
を

早
急
に
当
国
保
ま
で
提
出
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
と

は
、
令
和
５
年
12
月
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
こ
ど
も
未
来
戦
略
の
「
加
速
化

プ
ラ
ン
」
に
お
け
る
少
子
化
対
策
を

強
化
す
る
た
め
に
、
全
世
代
・
全
経

富
山
県
建
設
国
保
組
合
の

組
合
員
資
格
調
査

令
和
８
年
４
月
か
ら「
子
ど
も・子
育

て
支
援
金
制
度
」が
始
ま
り
ま
す

インフルエンザ予防接種の助成について

マイナ保険証として利用するときの申込み（初回登録）について

10月～12月の間に接種されたものに限り、1人2,000円を上限に助成します。
（年度内1回のみ）
なお、注射ではなく鼻に噴射するタイプの「フルミスト」が新たに薬事承認され、
令和6年10月から供給が開始されました。
建設国保でも「フルミスト」をインフルエンザ予防接種助成金の対象としてい
ます。
※2回法(＊)の場合は、総費用のうち2,000円を上限とします。

なお、接種料が2,000円未満の場合は、その接種料が助成金額となります。
※申請は、年度末（３月末）までの提出のご協力をお願いいたします。
＜申請方法＞

マイナンバーカードを作成された後、保険証として利用するための初回登録を
して初めて「マイナ保険証」となります。

マイナンバーカードの初回登録の方法は3通りあります。
❶ 医療機関・薬局の受付にあるカードリーダーでの登録
(1) 受付のカードリーダーにマイナンバーカードを置く
(2) 本人確認（顔認証など）
(3) 「登録する」をタッチ
(4) お薬情報などの同意
❷ スマホ（マイナポータル）からの登録
(1) ご自身のスマホにマイナポータルのアプリをインストールする
(2) マイナポータルアプリを起動し、ログイン
(3) 「健康保険証」をタッチ

※�「未登録」ではなく「登録済」となっていたら、すでに保険証利用の登
録は完了しています。

(4) �「マイナンバーカードを健康保険証として登録する」にチェック
✓を入れ「登録」をタッチ

❸ セブン銀行ATMでの登録
(1) 「各種お手続き」をタッチ
(2) 「マイナンバーカードの健康保険証利用の申込み」をタッチ
(3) 利用規約を確認し、「確認」をタッチ
(4) �ビニール等のカードケースを外し、向きを確認してマイナン

バーカードを入れる
(5) 利用者証明用パスワードを入力
(6) マイナンバーカードが出てきたら、受け取る

＜申請書提出先＞
上記①と②を、所属の地域建築組合へ提出してください。
＜申請書の記入方法＞
建設国保の申請書は、1人につき2回分を記入できますが、これは、
2回法(＊)を想定してあるためです。（2回法については、以下参照）
1回のみ接種される場合は、2回目の日付は未記入でご提出ください。
また、2回法で予防接種を受けた場合は、必ず2回分まとめて申請してください。

②�「インフルエンザ」もしくは「フルミスト」と明記
がある領収書の添付
＜領収書に「インフルエンザ」もしくは「フルミスト」の
明記がない場合＞
(1) 明細書も追加で添付
(2) �領収書の空いている場所に「インフルエンザ」 

もしくは「フルミスト」と記入
(1)(2)どちらかでご対応いただければ可

①
インフルエンザ
予防接種助成金
申請書

+

＊２回法について（厚生労働省より）
13歳以上の方は原則1回接種、13歳未満の方は原則2回接種を推奨されています。

済
主
体
で
子
ど
も
や
子
育
て
世
帯
を

支
え
る
新
し
い
分
か
ち
合
い
・
連
帯

の
仕
組
み
で
す
。

こ
の
制
度
に
必
要
な
費
用
に
充
て

る
た
め
、
国
は
令
和
８
年
度
よ
り
当

国
保
を
含
む
す
べ
て
の
医
療
保
険
者

か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
を
徴

収
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

支
援
金
は
、
令
和
８
年
度
か
ら
10

年
度
に
か
け
て
段
階
的
に
導
入
さ
れ

ま
す
（
令
和
10
年
度
よ
り
後
は
支
援

金
率
が
自
然
に
上
昇
し
て
い
く
も
の

で
は
な
い
と
国
は
説
明
し
て
い
ま
す
）。

現
時
点
で
は
国
へ
納
付
す
る
支
援

金
の
納
付
額
が
未
定
で
あ
る
た
め
、

具
体
的
な
支
援
納
付
金
の
額
を
お
示

し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
今
後
、

国
か
ら
納
付
額
が
示
さ
れ
、
令
和
８

年
度
予
算
を
策
定
し
、
理
事
会
・
組

合
会
で
の
承
認
を
受
け
た
後
、「
令
和

８
年
度
版　

建
設
国
保
の
ご
案
内
」

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
皆
さ
ん
に
お

知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

暑
く
て
長
か
っ
た
今
年
の
夏
も
終

わ
り
、
10
月
は
よ
う
や
く
過
ご
し
や

す
い
気
候
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ

ん
、
夏
の
疲
労
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん

集
団
健
診
等
の

受
診・保
養
施
設
の
利
用

2
0
2
5
年
７
月
13
日（
日
）・
14
日

（
月
）、「
全
建
総
連
全
国
青
年
協
議

会
（
全
建
総
連
全
国
青
協
）」
の
交

流
集
会
が
大
分
で
開
か
れ
、
全
国
か
ら

199
名
の
若
手
建
設
技
能
者
が
集
ま
り

ま
し
た
。
物
価
高
騰
が
続
く
中
、
適

正
な
賃
金
確
保
へ
の
関
心
が一
段
と
高

ま
る
中
、
今
回
の
集
会
で
は
特
に
こ
の

点
が
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

「
担
い
手
三
法
」
講
演
で
賃
上
げ
の
重

要
性
を
確
認

今
回
の
集
会
で
は
、
建
設
業
界
の

働
き
方
を
改
善
し
、
若
手
確
保
を
目

指
す
「
担
い
手
三
法
」
に
つ
い
て
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も

参
加
者
が
特
に
注
目
し
た
の
は
、
適

正
な
賃
金
水
準
の
確
保
に
関
す
る
内

容
で
す
。
物
価
上
昇
に
負
け
な
い
賃

金
の
必
要
性
、
そ
し
て
技
能
に
見

合
っ
た
評
価
が
若
手
の
定
着
に
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

若
手
技
能
者
た
ち
は
、
講
演
を
通

じ
て
、
自
分
た
ち
の
努
力
が
し
っ
か

り
と
賃
金
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
の
重

要
性
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。
ま

た
、
日
頃
か
ら
組
合
員
が
加
入
す
る

「
建
設
国
保
」
が
、
安
定
し
た
医
療

保
障
と
し
て
、
賃
金
と
並
び
安
心
し

て
働
く
上
で
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る

こ
と
も
再
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

「
第
２
弾　
全
国
青
協
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ

ン
プ
」
制
作
で
絆
を
深
め
る

集
会
の
も
う
一
つ
の
ハ
イ
ラ
イ
ト

は
、「
第
２
弾
全
国
青
協
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス

タ
ン
プ
を
作
ろ
う
」
企
画
で
し
た
。

参
加
者
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
建

設
現
場
の
「
あ
る
あ
る
」
や
青
年
ら

し
い
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
な
が
ら
、
個
性
豊
か
な
ス
タ
ン

プ
デ
ザ
イ
ン
を
考
案
。
会
場
は
笑
い

と
活
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

こ
の
企
画
は
、
参
加
者
同
士
の
交

流
を
深
め
る
だ
け
で
な
く
、
日
常
的

に
使
え
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
を
通

じ
て
、
青
年
協
議
会
の
活
動
を
よ
り

身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
も
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
完
成
し
た
ス
タ
ン

プ
は
、
今
後
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
ト
ア
で
公

開
さ
れ
る
予
定
で
す
。

未
来
へ
つ
な
が
る
青
年
た
ち
の
熱
い

思
い２

日
間
に
わ
た
る
集
会
は
、
有
意

義
な
学
び
と
和
や
か
な
交
流
の
中
で

成
功
裏
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
参
加

し
た
若
き
建
設
技
能
者
た
ち
は
、
互

い
に
刺
激
し
合
い
、「
適
切
な
賃
金
を

得
て
、
安
心
し
て
働
き
続
け
た
い
」

と
い
う
共
通
の
思
い
を
共
有
し
ま
し

た
。全

国
青
協
は
、
今
回
の
集
会
で
得

た
知
見
と
、
参
加
者
間
の
強
ま
っ
た

絆
を
活
か
し
、
こ
れ
か
ら
も
魅
力
あ

る
建
設
産
業
の
実
現
に
向
け
て
、
若

手
技
能
者
の
賃
金
向
上
と
、
安
心
し

て
働
け
る
環
境
整
備
に
力
を
尽
く
し

て
い
き
ま
す
。

全
国
青
協
交
流
集
会
が

大
分
で
開
催

― 

若
き
建
設
技
能
者
199
名
、集
結
！

か
？令

和
７
年
度
も
早
い
も
の
で
、
残

す
と
こ
ろ
５
ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
。

集
団
健
診
の
実
施
も
各
地
域
で
進
ん

で
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
受
診
は
お
済

み
で
し
ょ
う
か
？

意
識
し
て
い
な
く
て
も
、
猛
暑
に

よ
る
疲
労
が
蓄
積
し
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
だ
受
診
が
お
済
み
で

な
い
方
は
、
今
後
の
集
団
健
診
等
を

確
認
し
て
積
極
的
な
受
診
を
お
願
い

し
ま
す
。

ま
た
、
既
に
お
配
り
し
て
い
る

「
保
養
施
設
補
助
利
用
券
」
の
利
用
に

つ
い
て
も
、
ま
だ
ま
だ
利
用
率
が
低

い
状
況
で
す
。
日
頃
の
疲
れ
を
癒
や

し
、
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

て
い
て
だ
く
た
め
に
も
当
国
保
で
契

約
し
て
い
る
保
養
施
設
の
利
用
を
お

勧
め
し
ま
す
。

組
合
員
や
家
族
の
脱
退
な
ど
異
動

の
届
け
に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康
保

険
法
施
行
規
則
で
、
事
実
の
発
生
日

か
ら
14
日
以
内
に
国
保
組
合
に
行
う

よ
う
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
当

国
保
の
資
格
情
報
は
自
動
的
に
切
り

替
わ
り
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
届
け
出

を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
脱
退
届

の
提
出
が
遅
れ
、
３
カ
月
を
超
え
た

場
合
は
、
保
険
料
の
返
還
は
３
カ
月

分
の
み
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

当
国
保
の
資
格
喪
失
後
に
、
新
し

い
健
康
保
険
の
情
報
に
更
新
さ
れ
て

い
な
い
マ
イ
ナ
保
険
証
や
資
格
確
認

書
を
使
っ
て
医
療
機
関
を
受
診
さ
れ

た
場
合
、
当
国
保
が
負
担
し
た
医
療

給
付
費
を
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

※
マ
イ
ナ
保
険
証
の
登
録
情
報
の
更

新
に
は
日
数
を
要
し
ま
す
の
で
、
受

診
の
際
に
は
医
療
機
関
に
健
康
保
険

を
変
更
し
た
旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

建
設
国
保
へ
の
加
入
、脱
退
等
の
届
け

出
は
、速
や
か
に
行
っ
て
く
だ
さ
い

マイナンバーカード

初回登録
（❶❷❸のいずれか）

●
物
故
会
員
名

（
令
和
7
年
7
月
18
日
～
10
月
16
日
）

支　

部

氏　

名

年
齢

八

尾

島
崎
五
三
夫

73
歳

小
矢
部

渋
谷　

保
治

59
歳

氷

見

大
浦　

伸
樹

54
歳

以
上
３
名

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。
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●タテのキー
①仏語で「長椅子」の意味のオードブル
②浅草が名産？
③モカ、キリマンジャロ……
⑤楊貴妃が大好きだった深紅の果物
⑥一○○の虫にも五分の魂。
⑦クロワッサンを和訳すると、これのこと
⑨稲荷、箱、ちらし……
⑫アスパラガスの和名です
⑭薄い衣で餡をサンド。満月にちなんだネーミング
⑯ミルフィーユはこれの間にクリームが入ります
⑰左手に茶碗、右手には？
⑲英雄はこれを好むとか
⑳高級果物の形をしたパンです
㉑からし蓮根、馬刺しといったら何県の名物？
㉒ヘルシーで人気の別称「ユダヤ人のパン」
㉓滑り台、ブランコ、砂場はここの三種神器
㉕チベット仏教の高僧のこと
㉗おじいちゃん
㉙材料の○○を少なくして料理作り

●ヨコのキー
①「黄色いダイヤ」とも呼ばれるニシンの卵
④名前の由来は「中国の墨」ボラなどの卵巣の塩漬け
⑧賃貸
⑩ペルー高原を中心に栄えた文明
⑪お刺身などの脇役のこと
⑬雛祭りに欠かせない三色のお菓子
⑮胡椒を英語でいうと？
⑰「○○がある」とは、元気一杯の様子
⑱ダブル
⑲ＪＲ北海道森駅の有名な駅弁です
㉑バットが○○を切る
㉒「あっかんベー」と出す
㉔カクテルをステアするのに使います。
㉖ドライ
㉘鉄火巻きの中身
㉚「パーフェクト！」という意味のお菓子
㉛ヨコ㉘の高価な部位。命名はその舌触りからだとか
㉜わたしを除いてみんな外出中

食欲の秋
～美味しいものたくさん！～

●先回の解答　イセイジン
●当選者　厳正な抽選の結果、次の３名の方に決定しました。
（敬称略）��
本田　晶也（魚津）　　　藤永　　清（井波）
杉原　　司（福野）

●応募方法　Ａ〜Eの文字を順番に並べてできた言葉（解答）
と郵便番号・住所・支部名・氏名・年齢・電話番号を記入の上、
下記までお送りください。FAXでも受け付けます。５名様（正解
者多数の場合は抽選）に1,000円分の図書券を進呈します。
解答と当選者は匠225号で発表します。

●応募締切日　令和7年11月30日（日）消印有効
●送付先
・�〒939-8251 富山市西荒屋25-４	
富山県建築組合連合会　クロスワードパズル係
・FAX：076-428-8277

わ
が
町
の
自
慢
は
何
と
言
っ
て
も
「
放
生
津
曳
山

祭
り
（
通
称
新
湊
曳
山
祭
り
）」
で
す
。
県
内
最
大
の

13
本
の
山
車
を
も
ち
、
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
た
放
生
津
八
幡
宮
の
秋
季
例
大
祭
で
す
。

「
イ
ヤ
サ
ー
」
と
い
う
掛
け
声
と
共
に
昼
は
花
山
、
夜

は
提
灯
山
に
装
い
を
変
え
な
が
ら
新
湊
の
町
中
を
練

り
歩
き
ま
す
。
そ
の
姿
は
勇
壮
で
あ
り
、
絢
爛
豪
華

そ
の
も
の
で
す
。
近
年
で
は
、
映
画
の
題
材
に
も
な

り
全
国
的
に
知
名
度
も
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
ん

な
放
生
津
曳
山
祭
り
で
す
が
、
実
は
本
祭
は
10
月
２

日
に
執
り
行
わ
れ
る
「
築
山
行
事
」
と
い
う
も
の
で

す
。
築
山
行
事
は
、
全
国
的
に
も
類
例
が
少
な
い
臨

時
の
置
山
行
事
で
海
か
ら
招
い
た
神
霊
を
境
内
に
設

え
た
祭
壇
の
「
築
山
」
に
迎
え
、
主
神
と
四
天
王
の

人
形
、
地
域
に
ゆ
か
り
の
人
物
な
ど
の
飾
り
人
形
を

安
置
し
て
、
一
般
に
公

開
し
て
い
ま
す
。
こ
の

人
形
は
毎
年
一
か
ら
製

作
し
て
お
り
八
幡
宮
の

総
代
や
奉
仕
会
、
地
元

の
大
工
が
中
心
と
な
っ

て
来
た
る
本
祭
に
向
け

て
数
ヶ
月
前
か
ら
丹
精

を
込
め
て
作
製
し
て
い

ま
す
。
放
生
津
八
幡
宮

で
は
、
し
め
縄
も
毎
年
手
編
み
で
、

前
年
の
５
月
か
ら
準
備
を
始
め
、
大

体
９
月
20
日
過
ぎ
に
３
本
の
縄
を
１

本
に
締
め
上
げ
ま
す
。
藁
も
全
て
手

刈
り
し
た
稲
を
使
っ
て
い
ま
す
。
実

際
に
曳
山
が
行
わ
れ
る
10
月
１
日
に

注
目
が
行
き
が
ち
で
す
が
、
私
は
２

日
の
築
山
行
事
に
も
是
非
、
目
を
向

け
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
は
伝
統
と
文
化
を
継
承
し
た

職
人
た
ち
の
技
と
思
い
が
沢
山
詰

ま
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
放
生
津
で

物
心
が
つ
い
た
時
か
ら
祭
り
が
側
に

あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
の
頃
祭
り
は

「
365


日
の
内
の
特
別
な
１
日
」
で

当
日
は
朝
目
を
覚
ま
す
と
「
や
っ
と

こ
の
１
日
が
来
た
」
と
烏
肌
が
た
っ

た
も
の
で
す
。
雨
の
匂
い
や
冬
の
匂

い
と
い
う
よ
う
に
祭
り
に
も
匂
い
が

あ
り
ま
す
。
私
が
感
じ
る
そ
れ
は
例

え
る
な
ら
ポ
マ
ー
ド
の
様
な
整
髪
料

の
匂
い
で
、
各
町
内
の
山
ご
と
に
匂

い
が
異
な
り
目
を
瞑
っ
て
い
て
も
自

分
の
町
内
の
山
は
こ
の
辺
り
だ
と
あ

た
り
が
つ
け
ら
れ
ま
す
。
放
生
津
曳

山
祭
り
は
五
感
で
楽
し
む
こ
と
の
で

き
る
祭
り
で
す
。
テ
レ
ビ
や
地
域
誌

に
載
っ
て
い
る
見
ど
こ
ろ
ポ
イ
ン
ト

に
て
目
で
見
て
楽
し
む
の
も
良
い
で

す
が
、
こ
の
記
車
を
読
ん
で
見
に
来

よ
う
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
方
に
は

是
非
、
そ
う
い
っ
た
「
匂
い
」
を
感

じ
た
り
、
町
内
ご
と
に
異
な
る
お
囃

子
の
「
音
」
に
耳
を
傾
け
た
り
、
山

を
花
山
か
ら
提
灯
山
に
変
え
る
際
の

出
発
ま
で
に
盛
り
上
が
る
「
気
迫
」

を
肌
で
感
じ
て
祭
り
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

曳
山
祭
り
は
約
370


年
の
歴
史

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
先
も
そ
の
歴
史

を
紡
い
で
い
こ
う
と
各
町
内
で
小
さ

僕
の
お
父
さ
ん
は

大
工
を
し
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
場
所
で

家
を
た
て
た
り
、な
お

し
た
り
し
て
い
ま
す
。

�

前
に
す
ご
く
高
い
所

で
仕
事
を
し
て
い
る

の
を
み
て
、び
っ
く
り

し
ま
し
た
。�

お
父
さ
ん
は
仕
事

が
終
わ
っ
て
か
ら
つ

か
れ
て
い
て
も
一
緒

に
サ
ッ
カ
ー
の
練
習

を
し
て
く
れ
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
で
足
が
い

た
く
な
っ
て
も
仕
事

に
行
っ
て
が
ん
ば
っ

て
い
ま
す
。僕
も
な
ん

で
も
が
ん
ば
ろ
う
と

思
い
ま
す
。�

 
お
父
さ
ん
い
つ
も

あ
り
が
と
う
。�

柴田 隆洋
（両砺波地協 小矢部支部）

人
と
の
繋
が
り
に
感
謝

う
立
場
に
な
り
、
富
山
県
の

組
合
員
方
々
と
顔
を
合
わ
せ

る
機
会
も
増
え
て
い
ま
す
。

仕
事
と
し
て
は
順
調
で
は
無

か
っ
た
で
す
が
、
た
く
さ
ん

の
方
々
に
助
け
て
頂
い
て
来

た
事
、
本
当
に
感
謝
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。

2
年
前
に
両
砺
波
地
区
の

役
員
に
な
っ
て
か
ら
の
行
事

と
し
て
は
Ｃ
Ｍ
Ｄ
が
あ
り
ま

す
。
毎
年
沢
山
の
子
供
達
に

参
加
し
て
も
ら
っ
て
ま
す
。

私
は
両
砺
波
の
地
区
委
員
長

を
務
め
て
い
ま
す
、
柴
田
隆
洋

で
す
。

私
の
家
は
、
曽
祖
父
が
左
官

屋
、
祖
父
と
父
が
大
工
と
い
う

職
人
家
系
で
し
た
。
私
も
高
校

を
卒
業
後
に
当
然
の
様
に
大
工

の
道
に
。
た
だ
順
調
に
は
行
か

ず
、
20
代
の
頃
仕
事
が
薄
く
期

間
が
長
く
続
い
て
い
ま
し
た
。

そ
の
状
況
を
見
か
ね
た
親
戚
、

職
人
の
先
輩
に
声
を
か
け
て
頂

い
て
、
板
金
屋
、
瓦
屋
、
土
建

屋
な
ど
を
経
験
さ
せ
て
も
ら
っ

て
ま
し
た
。
数
年
そ
う
し
て
る

間
に
「
他
の
仕
事
も
い
い
け
ど
、

大
工
な
ら
大
工
せ
ん
な
ん
や

ろ
！
」
と
言
わ
れ
小
矢
部
の
大

工
、
そ
の
繋
が
り
か
ら
両
砺
波

地
区
の
大
工
の
応
援
に
行
か
せ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
健
青
協
の
役
員
と
い

な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
私

の
所
属
す
る
町
内
は
ア
ル
ミ
缶
集

め
で
す
。
一
度
に
貯
ま
る
お
金
は

少
し
ず
つ
に
な
り
ま
す
が
町
内
み

ん
な
で
お
金
を
貯
め
、
そ
れ
を
修

繕
費
な
ど
に
充
て
る
こ
と
で
山
車

に
愛
着
が
湧
く
か
ら
で
す
。
そ
の

様
に
愛
着
を
高
め
て
い
く
こ
と
で

全
て
の
世
代
の
人
が
こ
の
先
も
山

を
残
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
当
事
者
意
識
を
持
ち
ま
す
。

そ
の
意
識
が
100


年
200


年

後
の
曳
山
祭
り
の
未
来
を
つ
く
る

こ
と
に
な
る
の
で
す
。
皆
さ
ん
に

は
、
そ
う
い
っ
た
地
域
の
取
り
組

み
が
あ
る
こ
と
も
知
っ
て
い
た
だ

き
放
生
津
曳
山
祭
り
を
目
一
杯
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

（
寄
稿
者
／
新
湊
支
部　

高
場
政

行
、
写
真
提
供
／
新
湊
支
部　

手

林
久
直
）

釘
打
ち
に
苦
戦
し
て
る
子
、

面
と
取
る
の
に
サ
ン
ド

ペ
ー
パ
ー
を
渡
す
と　

納

得
す
る
ま
で
数
十
分
磨
き

続
け
る
子
、
何
度
も
何
度

も
鉋
が
け
を
す
る
子
、
木

に
触
れ
る
事
が
楽
し
そ
う

で
し
た
。

今
後
、
建
築
業
界
が
若

い
人
達
に
と
っ
て
魅
力
あ

る
仕
事
に
な
っ
て
い
く
様
、

微
力
な
が
ら
携
わ
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
今
回
の
お
父
さ
ん

両
砺
波
地
区 

小
矢
部
支
部

中
嶋 

洋
介
さ
ん

大
谷
小
学
校
4
年

中
嶋 
之
智
さ
ん

わが町、在所の
ふるさと自慢ふるさと自慢

放生津曳山祭り放生津曳山祭り
（射水市新湊地区）（射水市新湊地区）
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